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第 16 回女川原子力発電所 2 号機の安全性に関する検討会 （傍聴報告） 

・・・もっと大事な 議論すべきものがあるのではないか・・・ 
 

2019 年 4 月 23 日に、「第 16 回女川原子力

発電所２号機の安全性に関する検討会」が開催さ

れました。前回は、昨年の 6月 15 日でしたので、

久方ぶりです。原子力規制委員会の適合性審査会

合が、昨年 6 月 19 日から 4 月 23 日まで 37 回

も開催されていますが、宮城県の安全性検討会は、

開催をさぼっていると感じます。 

委員の欠席者は、今村文彦さん、岩崎智彦さん、

関根勉さんでした。傍聴者は、中嶋県議含む 8 名

と報道関係者 3 名プラスカメラ 2 台でした。次の

日河北新報に記事が載りました。宮城県の環境生

活部長あいさつの中で、次の日に女川原発の現地

視察があると話されました。 

議題は「新規制基準適合性審査申請」の「その

他の自然現象（竜巻、火山）」、「事故対応の基盤整

備（緊急時対策所）」でした。資料は下記の宮城県

原子力安全対策課 HP にアップされる予定です。 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gentai/

kentoukai.html 

 印象に残った点だけ報告します。 

 

１．資料-1 女川２号機の安全性に関する 

検討会の論点一覧について 

 

・色分けされ「水色は説明済」と記載されている

が、必ずしも議論が終了したわけではない。安全

を確認したと誤解されるような表現になっている。 

 

２．資料-2 その他の自然現象等（竜巻） 

について 

・欠席者今村さんからの質問・・・Ｐ15 の「今

後・・・気候変動の影響に注視し・・・」は、今

後どう考えるのか。→電力の回答「注視し、必要

あれば変更する。」との事だが、今村さんはこれ

で納得するのか。 

・首藤さん・・・申請時は、竜巻最大風速を 69

ｍ/ｓとしていたのを、基準竜巻 92ｍ/ｓにどう

して変えたのか。→電力の回答「日本の最大風速

92ｍ/ｓとハザード曲線の確率論的最大風速

83.6ｍ/ｓの大きい方を採用した。」・・・これ

に対して長谷川さんから「ハザード曲線の信憑性

についての説明が足りない。」→電力は、のちに

再説明するとなった。それから、Ｐ17 の飛来物

の飛ぶ飛ばない選定は、どの様にしてやったの

か？・・・電力が色々説明していたが、首藤さん

が納得したのか疑問でした。 

その他の委員からも質問続出で、15 時頃まで

かかり、休憩に入る。 

  

 

みやぎ脱原発・風の会 公開学習会 vol.14 

どうする 女川原発・核のゴミ？ 

～１号機廃炉と２号機再稼働のねじれた関係～ 

講師□澤井正子さん（元原子力資料情報室スタッフ） 

日時□７月６日（土）18 時 30 分～20 時 30 分        参加費□700 円 

会場□仙台市市民活動サポートセンター6 階セミナーホール（青葉区一番町 4-1-3） 

主催□みやぎ脱原発・風の会 （問合せ 090-8819-9920／メール hag07314@nifty.ne.jp） 

 

 

http://miyagi-kazenokai.com/
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gentai/kentoukai.html
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gentai/kentoukai.html
mailto:hag07314@nifty.ne.jp
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３．資料-3 その他の自然現象等（火山） 

について 

・火山の議論の時は、終了の目標時間を 16 時 5

分頃と設定したためか、議論が低調になった。 

・兼本さん・・・Ｐ32 で、ブルドーザーのエン

ジンが灰でストップすることも考えたのか？に対

して、対応を考えているとの電力回答で、すんな

り議論が終わっている。 

・首藤さん・・・Ｐ24 で、鳴子カルデラからの

火山灰厚さ 15ｃｍの降り方、継続時間などを質

問→電力は、シミュレーションもやりトータルで

15ｃｍと回答。（議論深まらず。） 

 

４．資料-4 事故対応の基盤整備 

（緊急対策所）について 

・前回の会議で問題になった「重要棟を、免震構

造から耐震構造へ変更」した理由が説明された。

既製品の免震装置では、許容値を超過する。新規

では、長期化と実現困難のリスクがあるとの

事。・・・以前に反対していた鈴木さんも渋々引

き下がっている様だった。 

 

以上ですが、竜巻や、火山もさることながら、

防潮堤の地盤、地下水の問題や、重大事故対策、

施設の耐震設計、テロ対策、対津波設計方針、フ

ィルターベント設備等々、それから、避難計画も

議題に取り込むこと等、緊急を要するものが他に

ありそうに思いました。 

（2019.4.24.記 兵藤則雄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次なるステージへ、いざゆかん。皆さんとともに 

―4.14 「県民投票運動報告集会」 

 

4 月 14 日「11 万署名が問いかけたもの―み

んなで決める会・県民投票運動報告集会」が開催

されました。170 人キャパの会場は、多くの県民

で埋め尽くされました。ご参加いただいた皆さん、

ありがとうございました。 

最初に一年間の活動を振り返る動画が上映され

た後、多々良代表より活動報告、鈴木事務局長よ

り会計報告を行いました。 

続いて、岸田清実県議から県議会報告をいただ

きました。次に各地からの報告として、千葉哲美

さん（気仙沼の会）、高野博さん（女川実行委）、

広幡文さん（泉区連絡会）、松浦真さん（太白区連

絡会）、鈴木真奈美さん（岩沼市）からご発言いた

だきました。 

後半の意見交換では、会場から次々と手が挙が

り、今後の運動に対する意見が数多く出されまし

た。「まだまだやれる事がある。意見広告を出した

らどうか」「この今の気持ちを新聞に投書しよう」
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「SNS 情報に乗り遅れ反省。情報共有化は大切」

「主権者教育は大事だ」「議会構成を変えるような

取り組みを」「選挙の年。県民投票に賛成する候補

者を立てよう」「足元から取り組んでいく」「原発

立地自治体や UPZ 自治体での住民投票を」etc… 

2018 年 4 月 14 日、みんなで決める会第 1

回賛同者会議が開催されてから、ちょうど一年。

受任者を募り、署名を集め、数を数えて県へ提出。

各地で自主的に「地域の会」が立ち上がり、全県

の県民に「大事なことはみんなで決めよう」「原発

県民投票を実現しよう」とみんなで訴え続けた

日々… しかし最後は県議会での条例案否決とい

う形となり、この運動はひと区切りを迎えました。

この集会の中で、「みんなで決める会」としての活

動は4月いっぱいで閉じることが発表されました。 

しかし本日の報告集会で、思いのたけが溢れる

意見が次々と出されました。次なる行動提起を求

めるエネルギーに満ちていました。必ずや新たな

運動が、県民投票運動が耕した土壌の上に形成さ

れていくことと思います。そのときに今回の共感

体験が活かされてゆくことでしょう。 

次なるステージへ、いざゆかん。皆さんととも

に。   （みんなで決める会 メールマガジン 

          4 月 15 日号より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県民投票条例制定の闘いを闘えて 
 

皆様、2 ヶ月間に渡る署名活動は本当にご苦労

様でした。県議会では残念な結果となりました。

骨を折って頂いた県議の皆様有難う御座居ます。

しばらく骨休めしましょう。私の町では町内会か

ら百数十名の署名を戴いた。実質 1 ヶ月の中で仕

事を休んでの取組みであったが、常に消えなかっ

た県議会の壁であった。スタートは地元、連合町

内会研修会で「決める会」代表に講話を頂いた。

当地での署名拒否者は数名で、原発推進者や与党

支持者からも頂き、結果的には、県内で 11 万筆

を超える署名を戴く驚くべき数字であり、被災原

発立地県として県民の想う所が多かったのだろう。 

 

 舞台は県議会へ。私は見えない壁を見るため、

初めての県議会傍聴であった。議事堂は西洋の劇

場を真似した作りだが、観客席（傍聴席）が狭い！

（ある人は国会も狭いと指摘）。舞台の役者（県議、

当局、マスコミ）はゆったりと座っており、観客

は拍手も出来ず、入場料（県税）を返してくれと

言いたい。前日の常務委員会の様子はモニターの

ない部屋で採決、う～ん。議事堂の外観は立派だ

が、建築の作り方から低い民度だ。地方政府の立

法府が完全に独立しておれば、県議の良心で判断

するのだろうが、条例反対派は被災地の県民に寄

り添わず党本部や知事に忖度する意識が強かった。

日本の大正、戦後のデモクラシーをリードした吉

野作造、鈴木美男、杉山元次郎らを輩出したデモ

クラシーの故郷「宮城」とは、恥ずかしながら口

に出来ない。 

 今回、条例制定を求める私達が幾ら正しいと主

張しても、県議会での闘いは負けであった。どこ

に原因があったのか？巻、沖縄では実現できた。

その差は何なのか？もう少し原発推進者や与党県

議支持者への署名活動が弱かったのか？多くの受

任者の声を聞き反省し、それを踏まえて次の闘い

の一歩へ。今回の署名を通して宮城の民度を知る

機会となった。これからは宮城での学校や地域の

自治教育、政治教育を進め、民度の高い日本を目

指しましょう。 

（秋保町 大場拓俊） 
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－4.7 岩井孝さん講演会－ 

原発の廃炉は、「墓地方式」「乾式貯蔵」で！ 
 

4 月 7 日、仙台市福祉プラザで、「女川原発再

稼働を許さない 廃炉も問題が山積み」と題した

講演会が行われた。講師は日本科学者会議・原子

力問題研究委員会委員長の岩井孝さん。岩井さん

は日本原子力研究所で高速炉燃料の研究開発に従

事していた専門家だ。主催は原発問題住民運動宮

城県連絡センターで、講演後には新たな署名運動

の提案もあった。 

 

 講演のテーマは主に 3 つで、①福島原発事故の

被害と新規制基準 ②女川原発固有の問題 ③廃

炉の課題。 

 ①では、特に新規制基準について、確かに福島

事故以降、基準がこれまでより厳しくなったのは

事実だが、安倍首相など政府が好んで言う「世界

で最も厳しい」というのはまったくの嘘であると

喝破した。具体的には、海外では装備されている

「格納容器の二重化、コアキャッチャーの設置」

が求められていない、大地震やテロのとき、従業

員が可搬式設備を移動させて稼働させるというの

は実現不可能では？ また「テロ対策施設（特定

重大事故等対処施設）」が 5 年間猶予されて、そ

れがなくても再稼働が認められている、などを挙

げたが、総じて規制委員会には「そこそこ動くよ

うに」という裁量権（さじ加減）が働いていると

指摘した。特にメルトダウン時にコアキャッチャ

ーではなく、水を張って高温になった燃料を冷や

すという今の基準では、「水蒸気爆発を起こす可能

性がある」と疑問を投げかけた。 

  

②では、女川原発 2 号機・3 号機は、BWR の

中でも古い形式の「マークⅠ改良型」で、国内で

は他に「東通 1 号」「島根 2 号」「浜岡 3・4 号」

「志賀 1 号」しかなく、もともとのメーカーの

GE は「マークⅠは早くやめてほしい」といって

いるくらいだという。一番の問題は、全体的にコ

ンパクトで、特に「冷やす」ために必要な圧力抑

制室（サブチェン）が小さいことだという。 

周知のとおり、この女川原発でも東日本大震災

で被災し、特に「タービン系」は大規模に損傷し

ているが、その適合性審査においては、次のこと

が懸念されるという。 

◎耐震性に不安－原子炉建屋のコンクリートに多

数の細かいひびがあり、剛性が最大 70％低下し

ている。また機器・配管などのアンカー部に分散

したひび割れがあるということだが、アンカーは

鉄筋に溶接されているわけではない 

◎フィルターベントを新設するが、並行してフィ

ルターを通さない「耐圧ベントライン」も設置し

ているので、万が一のときは、結局多量の放射能

が排出される危険がある 

◎柏崎刈羽の適合性審査で東電が設置した「代替

循環冷却系」を女川でも採用することになったが、

それは非常用炉心冷却装置（ECCS）などが機能

を喪失した場合に使用する、とされているが、

ECCS が作動しないような事態の時に、この追加

設備が正常に作動する保証はないのでは？ 

 以上のことも含め、重大事故の可能性があり、

また実効的な避難ができないことから、再稼働は

許されない、と岩井さんは強調した。 

 

 そして③の廃炉の問題について。まずは廃炉の

基本的な事柄から。廃炉に要する期間は「約 40

年」、廃炉で発生する放射性廃棄物は、放射能レベ

ルが高い順に L1、L2、L3,クリアランスレベル

以下、の 4 種類。しかし、一番低いとされる「L3」

（主にコンクリートや金属）でも、セシウム 137

換算で 10 万ベクレル/㎏以下と、かなり高い。ク

リアランスレベルは 100 べクレル/㎏以下。

2018年12月に公表された女川1号の廃炉方針

では、費用は、女川 1 号では 419 億円、廃棄物

発生量は L1 100 トン、L2 800 トン、L3 

5400 トン、クリアランスレベル以下 13,000

トン、（他に非放射性廃棄物 30 万トン？）とのこ

とだ。 

 

その上で、廃炉に関しては国で方針が決まって

はいるが、個別具体的に各サイトでどうするのか

が決まっていないことがたくさんあることが示さ

れた。時に L1 は地下 50～100 ㍍の地下で、民

間の廃棄物埋設事業者が 300 年（～400 年）管

理する、としているが、果たして民間事業者に任
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せていいのか、国が責任をもって管理すべきでは

ないか、と指摘した。実際、廃炉が進む東海原発

では、L1、L2 の処分場が定まらないので、廃炉

終了時期が延期されている事態になっている。一

方、L3 については東海原発では原発敷地内で 50

年管理し、その後は放置するという方針が日本原

電から示され、地元東海村も了解したとのことだ。 

このような現在のやり方に対し、岩井さんは、

「更地方式ではなく、墓地方式の検討を」検討す

ることを強調した。「墓地方式」とは、「核燃料は

取り出すが、それ以外には制御棒など容易に撤去

可能な部分だけを撤去して、それ以外の放射化し

ている構造物は解体しない」「原子炉本体などは、

しっかりした構造物で覆い、さらに盛り土をする」

というもので、イメージとしてはチェルノブイリ

の措置のようなものだという。そして、永久管理

の費用は原発事業者が事業終了時に全額を国に拠

出し、その後取り出した廃棄物や「墓地」は、国

が永久に管理する、ということも提案した。 

 

また、すでに発生している全国で約 2 万トンの

使用済核燃料については、「これは反対運動や現地

の人からも議論をよんでいて、難しい話ではあり

ますが」と前置きしながら、現在の「湿式貯蔵」

から、「乾式貯蔵」に転換すべきだとした。「湿式

貯蔵」は「水を張ったプール内の貯蔵する方式」

で、地震などで循環冷却系が停止したり、プール

が損傷したりすれば重大事故に至る危険性がある、

とする。ある解析では、燃料集合体の出力が 5ｋ

Ｗの場合、冷却材喪失事故がおこれば、約 6 時間

で使用済核燃料が火災をおこす、という報告もあ

る。 

一方、乾式貯蔵で使う乾式キャスクは、1 つ

100～120 トンという巨大なもので、東海 2 号

で準備しているものは、BWR 集合体が 61 体（約

10.4 トン U）まで収容できるとしている。この

乾式キャスクのいいところは、自然空冷なので、

停電対策がいらないところと、貯蔵に関しては、

建屋そのものは臨界防止機能、閉じ込め機能など

が不要で、一般建築と同じ耐震 C クラスですむと

ころだという。実際、各電力会社では、乾式貯蔵

の検討が開始され、浜岡などでは敷地内で設置予

定だという（ただ、「敷地外」として、外部に中間

貯蔵施設を求めることも検討しているところも、

女川を含めてある）。そして、「核燃サイクルを放

棄するのであれば、使用済核燃料を直接処分する

ことを検討する以外なく、当面は乾式貯蔵方式で

長期保管する以外ない」と主張した。 

そして最後に、「女川原発 2 号機に再稼働を許

せば、3 号機で予定していたプルサーマルを、2

号機で開始する可能性もある」と懸念を示した。 

 

以上が、岩井さんの講演内容だが、特に廃炉の

方法での「墓地方式」「乾式貯蔵」という主張は、

専門家ならではの現実的な提案で、「なるほど」と

思うものの、実現にはもう少し議論が必要かもし

れないと思った。一番の課題は、原発を立地する

ときに、おそらく現地を交わした「使用済核燃料

は現地には保管しない」という約束に反する方策

を、どう地元に理解してもらうかだ。ただ、私自

身は、「拡散につながるので、放射性物質は動かす

べきではない」と考えるので、女川で生まれた放

射性物質は女川で保管するのが筋ではないかとも

思う。いずれにしても、「これが正しい」という意

見を押し付けることなく、時間をかけて議論する

ことが大事だと思う。 

廃炉の議論はともすれば後ろ向きの話になりか

ねないが、いい加減な管理で後世や他地域に負担

を負わせることがないよう、現代世代で責任をも

っていかなくてはならない問題だと改めて感じた

講演会だった。 

 （舘脇） 

 

 

汚染廃棄物焼却をめぐる住民訴訟と差し止め仮処分申立 
船形山のブナを守る会 芳川良一 

 

大崎の汚染廃棄物焼却問題は、公金支出差し止

め住民訴訟と廃棄物焼却差し止め仮処分申し立て

に発展いたしました。残念ながら、差し止め仮処

分はつい先ごろ仙台地裁から却下の決定が下され

ました。しかし、このまま引き下がるわけにはい

かないというのが、原告の一人として或いは支援

者の一人としての思いです。 

 

●試験焼却差し止め仮処分 却下の決定 

 4 月 26 日に仙台地裁により却下の決定がなさ

れました。4 月 26 日と言えば 10 連休の直前で

す。裁判所の意図は見え見えです。即時抗告の期

限は決定後 2 週間以内と決められています。この

一事からも推測できるように決定内容は極めて不

当なものでした。 

 仮処分申し立てにおける債権者は、大崎広域行
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政事務組合（以下組合と表します）との間で申し

合わせをもつ焼却施設周辺の行政組織と周辺住民

（1 団体＋4 人）で、債務者は組合と大崎市です。 

 四回の審尋（非公開）と現地視察が行われたあ

とに決定がなされました。当初決定は 3 月末から

4 月にかけて行われるものと言われていましたが、

引っ張りに引っ張った挙句、4 月 26 日になった

わけです。決定文からは散々引っ張った理由は見

当たらず、ただただ裁判官が却下ありきの結論へ

の理論武装に汲々としたとしか思えないのです。

平たく言えば文章作りです。 

 争点となったのは、申し合わせに基づく差し止

め請求権の存否と、債権者の人格権の侵害の有無、

の二点です。一つ目の請求権についてですが、申

し合わせの条文「機能・設備を変更する場合は地

元住民に事前に説明し合意を得るものとする」に

は、「不作為義務の発生する明確な記載がなく、機

能・設備の具体的内容及び地元住民の範囲が特定

されてない、よって差し止め請求の理由がない」

とします。また二つ目の生存権の侵害については、

「受忍限度を超えない主観的なものにすぎない」

として退けます。 

 長々と書かれた決定文書は、いままで大崎市や

組合が形だけの説明会や住民の求めに嫌々応じた

意見交換会で繰り返し聞かされたものと全く同じ

です。即ち、ＩＡＥＡやＩＣＲＰを権威的にとら

え或いは都合のいいところだけとりあげた環境省

と、環境省にべったり追随した県並びに市の言い

分を、司法用語に置き換えたものなのです。ここ

には司法の独自性はまったく見れないものと言っ

ていいものです。 

 

●即時抗告へ 

 債権者はそのまま引き下がりはしません。即時

抗告の意思は固まっています。問題は、時間との

戦いです。即時抗告の期限は 5 月 10 日です。限

られた時間内に、しかも 10 連休中といういろい

ろな意味で制約があるときに、抗告の準備を整え、

且つ支援体制も構築しないといけません。 

 裁判所により仕掛けられた困難に、弁護団の絶

大なる協力のもとに債権者の怒りと住民の支援の

もと、即時抗告に漕ぎつけるものと信じています。 

 

●住民訴訟の経緯と内容 

 大崎地区の住民は組合に監査請求をしました。

しかし、組合はいったん受け取りはしたものの、

受理はしない即ち監査はしないと却下しました。

監査要件を満たさないというものですが、その理

由は明確に示されませんでした。 

 そこで、請求人の中から原告を募り住民訴訟と

なったわけです。原告人は 124 人にもなり、ま

た弁護人も 10 人（はじめ 9 人だったがあとから

1 人加って）の大掛りな訴訟となりました。被告

は組合です。組合による汚染廃焼却のための公金

支出の違法性を問うものです（仙台地裁、2019

年 10 月 11 日提訴）。 

 住民訴訟は審理に長時間要します。即効性はあ

りません。審理の途中で試験焼却は終了している

ことも想定されます。そうしたなか、試験焼却を

止めるべく、組合との申し合わせをもつ西部玉造

クリーンセンター施設周辺住民等が差し止め仮処

分に立ち上がったわけです。申し立ては住民訴訟

の第 1 回公判の開かれた同じ日に行われました。 

  

●差し迫った第４回公判 

 公判は三回開かれています。12 月 5 日に第 1

回、2 月 5 日に第 2 回、そして第 3 回は 3 月 27

日に開催されました。いずれも 100 席ある傍聴

席が報道関係者と傍聴人に埋め尽くされました。

ことに第 1 回公判は整理券が用意され、法廷に入

りきれない人がでました。県民の関心の高さが伝

わります。この多数の傍聴者の集まりが裁判官へ

の大きなプレッシャーを与えているはずです。第

1 回の公判には被告である組合は出廷していませ

ん。裁判を長引かせる意図があったのか、或いは

姑息な戦術かもしれません。被告側の姿勢が見て

取れるのではないでしょうか。 

 さて、予告されている第 4 回の公判が 6 月 4

日に迫っています。今回も過去三回と同様に傍聴

席を一杯にし、県民の関心度合を示したいものと

願っています。 

 ところで、今回の住民訴訟において感動してい

ますのは、10 人もの弁護団の情熱と並々ならぬ

努力です。公判が終わった後にはかならず記者会

見と報告会を開催し、公判内容はもちろん、難解

な法律用語についての解説までしていただいてい

ます。日頃なじみがないだけになんとも有難いも

のです。弁護団の先生方のお話を聞いていると、

この裁判にはきっと勝てる、勝たなければならな

いという気持ちにさせられます。 

  

●5 月 10 日、仙台高裁に即時抗告  

弁護団の連休返上の努力で、5 月 10 日に仙台

高裁に即時抗告がなされました。その日の夕方に

は、大崎市古川で不当な却下決定を糾弾する緊急

集会が開かれ、60 人ほどの支援者が結集いたし

ました。また、翌日の 11 日には、大崎市池月で

抗告人と弁護士による報告集会が開かれました。 

 即時抗告申立書は、杜撰な内容の地裁による不

当な決定を、明快に且つ理路整然と論駁します。

却下決定の不当性を、①申し合わせの恣意的な解

釈、②科学的な考察からの逃避、③不公正な審理
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の三つに整理し、論証していきます。それはまこ

とに切れ味よく、小気味のいいものです。 

 最初から結論ありきと上述しましたが、将に却

下決定は「政治的判断」だったのです。弁護団は、

それを「司法の存在にもかかわる問題」ととらえ、

「司法の役割を明確にし、司法への信頼を取り戻

す」ことを求めます。 

 きっと、高裁により、この不当な決定が覆され

るものと信じます。 （5 月 13 日追記） 

 

●『鳴り砂』100 号にあたり 

 『鳴り砂』はいよいよ 100 号になるとのこと。

その記念すべきときに拙文を載せていただくこと

になり、女川原発再稼働について思いを新たにし

ております。 

確かわたくしの『鳴り砂』デビューは指定廃処

分場建設反対だったと思いますが、汚染廃の「一

斉焼却」、試験焼却、そして住民訴訟と、ここ数年

の間に頻繁に取り上げていただきました。女川原

発と直結したテーマではありませんが、反原発そ

して女川原発再稼働反対にリンクしていきます。

これからも風の会の一員としてこれら放射性廃棄

物についてリポートし続けたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風の会 会報 『鳴り砂』 2-100 号記念に寄せて 
 

○『鳴り砂』／踏みしめればキュウキュウとこたえる“鳴砂”でおおわれた美しい浜を人々は“鳴

浜”と呼んだ。今この鳴浜に、女川原発の建設・運転が強行された。原発の下で永遠に声を奪われ

てしまった鳴砂の悲しいなき声が胸のうちにひびきつづける。 

 

※皆様に原稿をお願いしたところ、沢山の方から励まし・ご意見などをいただきました。ありが

とうございます。これからも、女川原発の廃炉をめざし、頑張っていきます。（空） 

 

●これからの時代を廃炉時代に     女川町 阿部美紀子 

 

女川原発 1 号機の廃炉が決定されました。原発が必ず廃炉を迎えることは、計画当初から明らか

なことです。しかも、廃炉作業、労働者の被曝、使用済み核燃料の処理、問題はまだまだ残ります。 

 未来にツケを後回しせず、再稼働を止め、これからの時代を廃炉時代にしましょう。 

 

●仙台で反原発・脱原発運動を続けてきた皆様へ 
   石巻市 日下郁朗 

 

 女川原発訴訟支援連絡会議の会報『鳴り砂』の編集・発行を、訴訟終了後の 2001 年 9 月「みやぎ

脱原発・風の会」結成時に引き継いで、この 5 月号で新たに 100 号になるとのこと。1970 年代から

の長い年月に渡る活動とこれまでの『鳴り砂』の発行継続、本当にご苦労様です。 

 前号の本冊と別冊の全ての記事を自分の現在の頭で何度か読んでみました。「みんなで決める会」

が提出した「県民投票条例案」の否決は何とも残念でしたね。でも、「取り組む前には想像も難しか

った」というこの間の取り組み（県民運動）が、与党議員等に「県民投票をすれば再稼働反対が多

数になる」との恐れを与えると共に、宮城の脱原発運動をこれまでにない新たな次元に引き上げた

事は確か、ではないでしょうか。 
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●『鳴り砂』に思いを寄せて      東京都 堀越裕子 

 

－『鳴り砂』誕生－ 

●『鳴り砂』という なんとも抒情的な会誌名 

            いわれを語りし亡父のドヤ顔 

 

    －反原発の署名活動で－ 

●原爆はダメだが原発はイイ ずっと思っていたよ 

            核兵器反対の老闘士 

 

    －ヘタレはヘタレなりに－ 

●思いは強いがやる事小さい ちょっと顔出す 

「原発いらない」缶バッジ  

 

 －友の亡父の言葉（女川原発建設会社元重役）－  

●女川は高台移動で辛うじて 福島の事態を免れた  

どこよりも激しい反対運動 

                   あったおかげで免れた 

     

    －あの日から８年過ぎて－ 

●時として日常安住の我に届く  

啓発奮起『鳴り砂』定期便 

 

    －記憶の繋がり－ 

●わが町のプラネタリウムが映し出す 被災地の夜の満天の星空 

 

－『鳴り砂』これから－ 

●生まれしより多くの仲間に育てられ 逆風・追い風、たゆまず歩む  

これまで、そしてこれからも 

 

※願わくは、「むずかしいことをやさしく やさしいことをふかく ふかいことをおもしろく」 

（井上 ひさし）―― 執筆、編集のみなさま、今後ともよろしくお願い致します。 

●『鳴り砂』100 号、おめでとう ️ございます！ 

弘前市  宮本久美子 「エネルギッシュおばさん通信」発行 

 

いつも、ズシリと重く内容豊富な『鳴り砂』をお送り下さりありがとうございます。女川原発を

巡る状況、反原発（反核）運動の取り組みなどを伝える頼もしい仙台の仲間の通信として読ませて

いただいています。 

青森では、4 月 7 日、「4.9 反核燃の日全国市民集会」を終えたところです。当時の北村知事が核

燃サイクルを受け入れてから、早いもので 34 年が経ちました。 

当時は、核燃 3 セット（低レベル放射性廃棄物永久処分場、ウラン濃縮工場、再処理工場）と呼

んでいましたが、いつの間にか高レベル廃棄物一時貯蔵施設が付け加えられました。1995 年にはフ

ランスから高レベル廃棄物ガラス固化体が搬入されました。「一時貯蔵」とは言いますが、未だに最

終処分場が決まらない状態なので、このままでは「一時貯蔵」は「永久貯蔵」になってしまいます。 

私たちが発行している「エネルギッシュおばさん通信」は、その頃から発行しています。先日 193

号を発行しました。核燃の今、県内の反原発の動きを今後も伝え続けます。核燃 stop  のその日

まで・・・。 

反原発のその日まで、互いに頑張りましょう  
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●渡会正蔵氏と『鳴り砂』      仙台市 広幡 文(あやる) 

 

 秋田県の横手盆地に生まれた田舎者が仙台に出てきたのが、1970 年(昭和 45 年)。東北大学有朋

寮入寮のためでした。入寮してすぐ、花京院の伯母（私の父の姉）の家（渡会家）に挨拶に行きま

した。それから毎年伯母の家に顔を出しました。ある年の正月、伯母の亡き夫の弟という人と、伯

母の家で酒を酌み交わしました。それが渡会正蔵先生でした。 

 渡会正蔵先生と顔見知りになって、年賀状を交換するようになりました。先生は毎年絵を描いて、

原発に関する短いコメントを添えていました。それを読みながら、「原発は怖いもの」だと考えるよ

うになりました。また、ウランが東北道を通って運ばれることを知り、交通事故を起こしたらどう

なるのだろう、と想像したりしました。でも、自ら行動するという選択肢はありません。日々の仕

事が忙しくて、せっかくの休みは自分の趣味に活用することで精いっぱい。 

 

 でも、チェルノブイリ事故が起きた時は、まじめに本を読みました。「東京に原発を」などと過激

な発言をする広瀬〇〇という方が、「これで原発は終わりだ」ということを書いていて、「こんなひ

どい事故が起きたのだから、原発は減っていくのか」と考えてしまいました。でも福島事故が起き

るまで、日本ではチェルノブイリ事故以降 17 基も原発が増えたのだから、もっとしっかりアンテナ

を張っていなければいけなかったのだと、あとで反省させられました。 

 

 福島事故の時、私は退職していました。仙台にも放射能が来るととっさに思いました。一番心配

なのが孫のこと。そこで婿さんの実家山形県新庄市に疎開してもらいました。母親と一度も離れた

ことのない 5 歳児が、私の話を真剣に聞いてくれて、「うん」とうなづいてくれました。でも 2 週間

後に帰ってきた時、「じいじだけに教えてあげる。玲ちゃん(本人の名)、爆発したの」。親と離れ寂

しさに耐え切れず、新庄のじいじとばあばに感情を爆発させてしまったのです。 

 福島事故の 1 年後、「女川原発の廃炉をめざす泉区西部の会」を 76 名の呼びかけ人と一緒に立ち

上げ、「女川原発再稼働反対」署名 1 万 3 千筆を集めました。でも、世の中の情勢は変わりません。

もっと何かをしなければと、2015 年春、「脱原発仙台市民会議」と「ＮＰＯきらきら発電・市民共

同発電所」を立ち上げました。もちろん、原発再稼働阻止のため、自ら自然エネルギーを増やそう

と考えたからです。 

 

 この 2015 年の市民会議立ち上げの時、代表になっていただきたいと、篠原弘典さんの御宅を訪問

しました。その時、渡会正蔵先生の本『原発のむこうにみえるもの』（『鳴り砂』に連載）を持参し

ました。すると篠原さんが「その本の推薦を私が書いたんだよ」と笑いながら言いました。私は推

薦文すら読まないで、篠原さん宅に出かけたのです。大変恥ずかしい思いをしました。でも篠原さ

んは代表を快諾され、しかも共同代表に水戸部秀利先生を推薦してくださり、脱原発仙台市民会議

の今があるのです。 

 

●余生を「脱原発」へ   山形幸せの脱原発ウオーキング 石沢光博 

 

 8 年前の福島原発事故の惨状をみて、原発は次代に残してはならない、という思いで山形でも脱

原発デモを始めました。当時の東京の官邸前や各地の行動に習い、始めた金曜デモは先月（4 月）

末で 276 回までになってしまいました。 

夕方、山形市役所前に集まり、繁華街を一周してくる約 30 分のデモ。“花金”の夜のデモでもあ

り、歩道でＶサインをあげてくれる方もいれば、時々は車の中から罵声を浴びせる方にも出くわす。

参加者はこのデモを通じて初めて知り合う同士で、現在は平均年齢 70 歳。この 8 年で当初の 4 分の

１の約 10 人に減少しましたが、世論調査では今でも脱原発を望む声は依然として 6 割を超えていま

す。 

これは、ささやかでも私たちのような各地の草の根の行動が、その一端を担っていると自負して

いいのではないでしょうか。そして山形の私たちには『鳴り砂』が届けてくれる宮城の情報に勇気

づけられ、「余生を脱原発」への気持ちを持続させています。 
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●こんな私でもいいですか？ 100 号発刊！記念『鳴り砂』に初めての寄稿 

 

自己紹介：木伏研一（きふしけんいち）67 歳、原発問題住民運動宮城県連絡センター世話人をし

ています。生まれは、「原発立地を住民投票で阻止した新潟県巻町の隣」の加茂市です。私が一時期

尊敬すら覚えた新潟県の泉田元県知事は、同じ町内の住民でした。新潟地震・宮城沖地震・東日本

大震災に遭遇して、災害では今や“地震満々”です。 

信条：「心路を通す」（すじの通らないことは大嫌い）「安心、安全が第一」（全てで）「ライフライ

ンに関しては、頑固」「三日、三月、三年」（根気よく続ける）。 

本題：原発再稼働は国策というなら、再稼働して出てくる廃棄物処理の国策を示せ。それでも原

発再稼働と言うなら、万が一の事故の際の安心・安全な避難計画を具体的に国、県、各自治体は提

示せよと言い続けています。あの福島原発事故後、地域で「毎週金曜日の夕方、最寄りの駅前で仲

間達と集会とデモ行進」（塩釜脱原発デモ）を続けて 6 年（290 回）になります。今回の「再稼働是

非の県民投票実現」は、「一人ひとりが考えよう」と毎回叫び続けていた私達へのせめてもの贈り物

になるはずでした。あきらめきれません。 

むすびに：昨年、私にもかわいい孫が出来て「孫が生き生きと、自分の好きなことを、この宮城

で過ごせるよう、安心安全な環境を保障してやること」が私の役目。そして「原発ゼロの世界」実

現の確信を持ち続けるよりどころにして、いつも手元に『鳴り砂』を置き続けます。これからも宜

しくお願いします。感謝！ 

 

●原発事故９年目の福島から     福島市在住  小池光一 

 

 原発事故から８年が過ぎ、セシウム 134・137 の自然減衰により環境中の放射能は 10 分の 1 程度

となっています。 

とはいえ、自宅１階の平均値は未だに 0.15μ㏜/ｈ、2 階では 0.2μ㏜/ｈ、周辺の畑は 0.6μ㏜/

ｈあり、普通に農作業をしていれば年間の追加外部被曝線量は 3ｍSv を超えてしまいます。 

 東京オリンピックを前に、帰還政策が本格化し原発地元の大熊町双葉町を除いてほとんどの地域

が年間追加被曝線量 1ｍ㏜の基準など忘れたかのように、年間 20ｍ㏜を下回ったとして避難指示解

除されていますが、浪江町・富岡町などは、帰還率がいまだに 10%以下のままです。 

 福島第一原発の現場に目を向けると、廃炉作業どころか、事故収束作業が遅々として進んでいま

せん。1・2 号機の間の排気塔の上部の撤去作業が始まりましたが、基部の放射線量は１㏜/ｈ以上

あり、人が近付く事も出来ない状態です。 

 3 号機の使用済み燃料の取り出しを始めようとしていますが、現場は致死量の放射線値のため、

人による作業など全く出来ない状態で、いつまでに完了できるのか見通す事も出来ません。 

 デブリに至っては、その詳細な状態を未だに把握できない状態ですから、30 年～40 年で廃炉を完

了など絵に描いた餅状態です。 

 汚染水問題もすべての作業が完了するまでつきまとう事になります。 

 

 私の住む福島市大波地区は、2011 年の秋に収穫された米から 500 ㏃/kg を超えた米が出たことか

ら、初めての除染が始まりました。 

霊山からの豊かな水源を使い、おいしい米作りが続けられて来たこの地区の里山は、果物や野菜

を作り育て、春の山菜・秋のキノコなど山の恵みに支えられてきたところです。 

それが一瞬にして全て失われました。 

野菜や果物などは、食用可能になりましたが、山菜やキノコは現在もすべて測定しながらでない

と食べることが出来ません。 

 セシウム 137 の半減期が 30 年ですから、現在の放射線量が半分になるのに 30 年、10 分の 1 まで

下がるのは 100 年後という事になります。 

 これだけの負の遺産を後世に残し、今も大量の放射能を拡散し続ける日本として、世界に先駆け

て脱原発を実現しなければならないのに、さらに再稼働や外国人労働者の福島第一原発の被曝労働

従事など問題は山積するばかり、とにもかくにも原発に頼るのだけはやめましょう。 



11 

 

●人権が保障される社会をつくる     埼玉県 U.Y 

 

 中世ヨーロッパ史を専門とする阿部謹也は、学生時代に「どんな問題をやるにせよ、それをやら

なければ生きてゆけないというテーマを探すのですね」という言葉を師から受けたといいます。こ

の言葉に私が触れたのが 2011 年の夏（当時、大学 3 年生）でした。「自分の『やらなければ生きて

ゆけないというテーマ』とは？」と考えている私の頭に浮かんだものが、原発でした。 

 その後、お話を伺ったり、資料を見せていただいたりと様々な方に支えていただきました。そう

した沢山の方々と出会うきっかけがこの『鳴り砂』です。本当にありがとうございました。そうし

た関わりの中で「人権」というものについて強く考えるようなり、「人権が保障される社会をつくる」

という目標に向かって微力ながら日々、努力しております（原発も人権に関わる問題だと思います）。 

 『鳴り砂』や風の会の活動を通して、これからも多くの人がつながることを願っております。100

号記念、おめでとうございます。 

 

 

今年は 「原子力発電事業からの撤退」 等の株主提案 

24 年連続、株主 197 名・213,900 株で 

 

脱原発東北電力株主の会は、下記の 5 つの「株

主提案議案」を、3 月 30 日、昨年の提案株主と、

昨年夏に議決権行使書を閲覧・謄写して賛同を確

認した全国の株主約 800 名に、郵送しました。 

今回も、株主さんには、「合意書」返送だけでな

く、証券会社等に「個別株主通知申出書」を提出

し「受付票」を入手・返送する手続きをして頂き、

新しい株主さんも 34 名ほど増え、218 名の方か

ら賛同を頂き、電力による「資格審査」の結果、

最終的に 197 名・213,900 株の共同提案とな

りました（昨年は 214 名・255,600 株）。 

4 月 26 日午後１時、東北電力本社で株式課に

「株主提案議案」「株主提案権行使請求書」等を提

出・受理され、午後 2 時から県庁で記者会見を行

い（4 名参加）、『河北新報』に掲載されました。 

 

●「原子力発電事業からの撤退と原子力事業他

社への出資の中止」～東北電力は、女川原発２号

機を再稼働させるため安全対策工事費に 3,400

億円、廃炉を決定した女川原発１号機の廃炉費用

も 419 億円と試算。福島原発の廃炉・汚染水処

理・賠償・除染の事故処理に、最大 80 兆円掛か

るとの民間シンクタンク「日本経済研究センター」

の試算も公表され、電力自由化で厳しい経営環境

を迎えている現在、原発は経営面でのリスクが大

きいことは明らかです。燃料デブリの取り出しの

見通しが立たず、汚染水処理の困難さなど、福島

原発事故から８年の経験は、安全面でのリスクの

大きさも様々明らかにし、大量に発生する廃炉廃

棄物の処分など、作り出してしまった莫大な放射

能の処分問題は、解決が待ったなしの状況です。

原子力発電事業からの撤退を決断する時期です。 

 

●「女川原発１号機の廃炉計画の策定」～東北

電力は、１号機の廃炉を昨年 10 月 25 日表明し

たが、廃炉作業の具体的計画は何一つ明らかにさ

れていない。廃炉工程において使用済み核燃料の

821 体の運び出しが重要な関門だが、日本原燃再

処理工場は稼働の見通しが立たず、使用済み燃料

は冷却の必要性から、女川 2･3 号機のプールに留

め置かれるのではないか言われているが、2･3 号

機のプールも空き容量は多くはなく、10 年程度

が限度とされている。さらに、廃炉に伴って発生

する低レベル放射性廃棄物の管理は電力各社の責

任とされ、原発敷地内での保管が予想され、地元

にとっては大きな不安要因となるのは必定です。

廃炉計画の策定・公表が急がれる。 

 

●「日本原子力発電との電力供給契約の破棄」

～東北電力は、日本原電から実際電気（商品）を

受電していないのに、他社購入電力料という名目

で、基本料として、2011 年以来毎年 100 億円

前後のお金を支払い続け、すでに 800 億円以上

も支払っている。このような可笑しな取引、電力

供給契約は破棄されるべきです。日本原電が保有

する東海第二原発は、「被災」原発であり、運転期

限 40 年を越えた「老朽」原発です。原子力規制

委員会から新規制基準適合性審査の「合格」を受

けたとはいえ、これから約 3,000 億円の安全対

策工事費を掛けたとしても、この先まともに稼働
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するのかも分からず、有益な電源にはならない。

また、地元や関東圏の住民からも再稼働反対の声

が日増しに高まり、地元６市村などの住民合意を

得られる見通しはない。日本原電は、東北電力や

国有化されている東京電力の資金支援を充てにし

ている金融機関からも見放された「経理的基礎」

のない会社、支援を中止し、いままで支払った資

金を早急に回収すべきです。 

 

●「ＵＰＺ自治体の事前了解」～2012 年に国

の「原子力災害対策指針」が改定され、住民避難

計画を策定しなければならない原子力災害対策重

点区域が、8～10km 圏（ＥＰＺ）から 30km 圏

（ＵＰＺ）に拡大された。これは福島原発事故前

はＥＰＺが負うとしていた被曝リスクを、事故後

にはＵＰＺが負うと認めたということで、ＵＰＺ

自治体にはかつてのＥＰＺ自治体と同等の権限が

認められなければならない。原発事故リスクとそ

れに対処する「責任」を負うからには、それに伴

って「権利」が発生するのは当然のことです。女

川原発の施設の新増設及び変更に当たっては、立

地自治体 2市町と同等の協議をＵＰＺ5市町とも

行ない、事前了解を得るものとする。 

 

●「送配電部門の所有権分離」～2020 年 4 月

までの送配電部門の法的分離（いわゆる「発送電

分離」）が求められ、東北電力も「東北電力ネット

ワーク」等の準備を行っている。この「発送電分

離」は、これまで各地域に一社の電力会社が発電・

送配電・販売を独占し電気料金を「総括原価方式」

で決めていた仕組みを転換する「電力システム改

革」の総仕上げであり、地域の電力システムに健

全な競争とイノベーションをもたらす鍵です。そ

のためには、送配電部門が、既存の電気事業者と

新規参入した事業者を平等に扱う中立性・公平性

を確保することが最も重要です。すなわち、電柱

や電線等々の送配電網は言わば道路と同様の「公

共財」であり、そのため引き続き「地域独占」が

許されるのです。よって、別会社化した送配電部

門を持株会社が支配する「法的分離」にとどまら

ず、資本関係を解消する「所有権分離」へと進む

べきです。 

 

今年の株主総会でも、上記の議案と、事前質問

書を基に、「女川原発再稼働中止－全ての原発の廃

炉」を経営陣に迫って行きます。 （空） 

 

東北電力㈱ 第 95 回定時株主総会 

日時□6 月 26 日（水）午前 10 時 

会場□電力ビル７階電力ホール 

 

 

最後のサクラ調査～16 年間、お疲れ様でした 

  

東京の「たんぽぽ舎」が中心になって全国で取

り組んできた原発周辺のサクラ調査ですが、

2019 年の今回で 16 回目となり、2011 年の原

発事故までと、事故翌年からの調査回数が各 8 回

となり、一つの区切りとなるということで、ひと

まず終了との連絡がありました。確か女川原発に

程近いサクラの調査（毎回同じ場所）も第一回か

ら行ったように思います。16 回のうち、13 回く

らいは女川でも行いましたが、多いときは 6～7

人（今は亡き三浦先生なども）、少ないときは 1

人で行ってきました。 

最終回の今回の結果は別表の通りですが、2 本

合計で、1000 個のうち異常が 30 個で、割合は

3％でした。前回（2017 年）までは「花弁の矮

小」が多かったのですが、今回は「花弁の切れ込

み」が多かったように思います。 

この 16 年の異常の変化ですが、特に福島原発

事故以前と以後で大きく異常率が変わったわけで

はないと思います（だいたい 3％台）。ちなみに、

2012 年の報告は以下のとおりです。 

 

「昨年震災がありできなかったサクラ調査を、

今年はなんとかしたいと思って実施した。ちょう

ど調査をした 4 月 29 日は、ほぼ満開の見ごろだ

った。しかし、この集会場を挟むようにあった 2

つの集落～小屋取と塚浜～は、ともに津波にあい、

特に原発労働者などが常宿にしていた民宿が点在

していた塚浜集落は壊滅状態で、そのうち 3 世帯

ほどが集会場の横の仮設住宅にひっそりと暮らし

ていた。天気もよくサクラはきれいだったが、や

はりどこか重い気持ちでの調査だった。前回は約

3％ほどの異常だったので、今回の原発事故（女

川原発からは放射能はでなかったといわれている

が、福島原発事故の影響で女川原発のある牡鹿半

島は、宮城県でも高い放射能値を計測している）

の影響はどれほどあるのだろうと思って調査した

が、結果としては、思いのほか異常は多くなかっ

た。４本しらべて、異常率はそれぞれ 2.82％、

2.22％、1.6％、0.1％）。ただ、今回非常に特徴

的だったのは、以前にあまり見られなかった、花
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びらの一部がくちゃくちゃと開かない状態の花が

多かったことだ。これまでは、花びらが６枚とか

が多かったのだが、今回はそのくちゃくちゃ花が、

異常の半分以上を占めた。これは何か放射能と関

連があるのだろうか？」 

 

おおまかな傾向としては、異常の割合は変わら

ないものの、（震災前）「おしべの花弁化」⇒（震

災直後）「花弁の矮小化」⇒（震災から数年）「花

弁の切れ込み」と変化してきたように思います。

どちらかといえば、「異常さ」が小さくなる傾向な

ので、もしかして女川原発が震災後動いていない

ことと関係あるのかもしれませんが、因果関係は

よく分かりません（一方、「がくの花弁化」「花び

ら 6 枚」「花びら重なり」は、ほぼ毎年ありまし

た）。 

この 16 年間行って感じたことは、全国どこに

でもある「ソメイヨシノ」を調査するというアイ

デアはよかったのですが、どうしても調査する人

によって違いがあるので、地域差を比較するのは

難しいですが、同地点で、同じ人が行えば、毎年

の違いはある程度分かるということです。その結

果は上記の通りですが、それでも因果関係が分か

らないので、まあひとつの材料として提供した、

ということでしょうか。 

それでも毎年女川原発にいくことができたし、

震災後は女川の浜の復興の様子も見ることができ

たので、とてもいい機会でした（ちなみに今回は、

もう仮設住宅はなく、それぞれの浜の高台に立派

な住宅が建設されています。ただ、道路はまだま

だ工事が続いていました）。 

5 年たったら、自主的にまた行いたいと思いま

すので、ご参加される方を募集します！ これま

でサクラ調査にご協力頂いたみなさま、ありがと

うございました。 

（さすらいのみちのくサクラ調査隊・たてわき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年度サクラ調査票 

 

観測日 （2019 年 4 月 17 日） 

観測場所 宮城県女川町 

公園名等 塚浜公民館  

 （女川原発より西北方向 1ｋｍ） 

観測花総数 （ 1000 個） 

異常花総数 （   30 個）  

異常花率   （    3％）  

【(異常花総数÷観測花総数)×100】 

 

  異常花内訳  

①異常花内訳 （調査数 500 個） 

花弁４ 1 個 

花弁６ 2 個 

花弁のギザギザ・切れ込み 9 個 

花弁重なり 4 個 

花弁変形（花弁の矮小・ねじれ等） 2 個 

がくの花弁化 1 個 

がく４ 1 個 

②異常花内訳 （調査数 500 個） 

花弁６ 3 個 

花弁のギザギザ・切れ込み  7 個 

花弁変形（花弁の矮小・ねじれ等） 2 個 

がくの花弁化 3 個 

※１つの花で、異常が２つあるものもあります 

 

●『鳴り砂』 2-100 号記念 

資料集 発行のお知らせ 

『女川原発の廃炉をめざして！』 
 

『鳴り砂』2－100 号を記念し、女川原発反対

運動略史、女川原発差し止め訴訟、みやぎ脱原発・

風の会の活動、指定廃棄物最終処分場をめぐる動

き、汚染廃棄物「試験焼却」をめぐる動き等の年

表をまとめた、資料集『女川原発の廃炉をめざし

て！』（A4 版 48 頁）を発行しました。 

風の会ＨＰで公開中です。 

なお、印刷した冊子をご希望の方は、下記宛に、

メール・ＦＡＸ等でご連絡下さい。 

無料で贈呈します。 

〈連絡先〉〒980-0811 

仙台市青葉区一番町 4－1－3 

仙台市市民活動サポートセンター内 LC No.76 

        みやぎ脱原発・風の会 

電話＆FAX 022－３５６－７０９２（須田） 

hag07314@nifty.ne.jp 

 

mailto:hag07314@nifty.ne.jp
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【インフォメーション】 

[詳細はそれぞれの主催者に確認して下さい] 

 

第 326 回＆第 327 回 福島原発事故を 

忘れない！女川原発再稼働するな！ 

子供を守れ！汚染はいらない！みやぎ金曜デモ 

In 仙台   （略称：脱原発みやぎ金曜デモ） 

https://twitter.com/miyagi_no_nuke 

http://twipla.jp/events/27716 

日時□5 月 26 日（日）肴町公園 

（14 時 40 分集会、15 時デモ出発） 

5 月 31 日（金）肴町公園 

（18 時 10 分集会、18 時 30 分デモ出発） 

主催□みやぎ金曜デモの会（代表 西） 

（090-8819-9920 電話は 20 時～22 時まで） 

e-mail:miyagi.no.nuke@gmail.com 

 

♪♪春のエネシフカフェ♪♪ 

「太陽光発電のこれから  

〜自家消費モデルとソーラーシェアリング〜」 

日時□5 月 26 日（日）15 時～17 時 

会場□仙台市市民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ研修室 5 

参加費□500 円（お茶代、資料代として） 

☆申込み不要。マイカップ持参。 

〈プログラム〉話題１．太陽光発電は今どうな

っている？：環境エネルギー政策研究所首席研

究員 松原弘直氏／話題２．ソーラーシェアリン

グって？ ：飯舘電力株式会社専務取締役 近藤

恵氏／話題３．自家消費モデルの可能性：みや

ぎ地域エネルギー合同会社代表 浦井彰氏 

主催□エネシフみやぎ  https://ja- 

jp.facebook.com/miyagi.de.eneshif 

 

原発労働者の健康問題  

講師□各務竹康氏（福島県立医大准教授） 

日時□6月7日（金）18時～ 

会場□仙台市戦災復興記念会館4F 

参加費□500円 

主催□宮城県働く人の健康と環境改善を進める会 

〈連絡先〉電話 022-222-7997 

 

「女性ネットみやぎ」 7周年記念 

  武藤類子さん講演会 「原発事故から8年 

福島の現状と判決を迎える東電刑事裁判」  

日時□6月15日（土）13時半～16時 

会場□仙台弁護士会館4Fホール 

参加費□500円 

主催□女性ネットみやぎ 

〈連絡先〉TEL/FAX 022-215-3120 

 

甲状腺エコー検査 in名取 

日時□6月29日（土）10時～16時  

会場□日本キリスト教団 名取教会 

（検査費無料・要予約・定員60名） 

主催□放射能問題支援対策室いずみ 

〈問合せ〉022-796-5272 

 

宮城県の放射能汚染と内部被曝 

講師□三田常義氏 

（みんなの放射線測定室「てとてと」） 

・栗原・大崎・仙南各地からの報告 

日時□6月30日（日）13時半～15時半 

会場□仙台市シルバーセンター 

主催□脱原発仙台市民会議 

共催□放射能汚染廃棄物「一斉焼却」反対宮城

県民連絡会／NPOきらきら発電市民共同発電所 

〈連絡先〉電話・FAX 022-379-3777 

 

大 MAGROCK VOL.12 

日時□7 月 13 日（土）12 時～14 日（日）17 時 

問合せ：PEACE LAND ☎ 090-8613-3269 

第 12 回大間原発反対現地集会 

日時□7 月 14 日（日）12 時～ 

会場□大間原発に反対する地主の会・所有地 

主催□大間原発反対現地集会実行委員会 

☎ 080-6041-5089 中道 
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